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  TITANならびにその後の PHENIX日米協力
研究において，中性子照射タングステン材の水

素同位体リテンションが著しく増加すること

が報告されている[1]。このように，原型炉設計
に向けて，中性子照射材料に対する PMI研究の
重要性が世界的に高まっている。しかし，管理

区域外での中性子照射材へのプラズマ照射実

験は極めて困難であり，これらの研究を実施す

るためには，管理区域内でのプラズマ照射実験

を実現する必要がある。 
  本研究では，コンパクトで 高性能かつ高信
頼性を有し，簡便に運転可能な高密度プラズマ

照射装置を開発し，東北大学金属材料研究所附

属量子エネルギー材料科学国際研究センター

の管理区域内でプラズマ照射実験を実施する。

本発表では，開発した装置の概要と性能試験，

ならびに重水素プラズマのタングステン照射

に関する初期的な結果について報告する。 
  図１に開発した小型ダイバータプラズマ模擬
装置の概要を示す。本装置は，①小型であるが

定常高密度プラズマの生成が可能，②試料温度

をモニタリングし，空冷風量を調節することで, 
精密な試料温度調整が可能，③搬送装置を用い

ることで, プラズマ照射後の試料は真空状態を
保ったまま昇温脱離ガス分析（TDS）装置に移
送し，TDS解析が可能という特徴を有する。 
 重水素プラズマでは1.2×1018	
 m-3, ヘリウム
プラズマでは4.8×1018 m-3という高密度プラズ

マが生成可能である。また, 試料温度制御につ
いても, 目標温度±5 K以内という精度でプラ
ズマ照射時も試料温度を調節できることが実

証されている。最後に, 重水素プラズマ照射後
に，大気開放すること無しに搬送装置で試料を

TDS計測用赤外線加熱炉に搬送し, 吸蔵ガス量
を測定した (図２)。 
	
 本装置は日本で唯一の中性子照射材に対し

て定常高密度プラズマ照射を実施可能な装置

として，今後のPMI研究を大きく進展させるも
のと考えている。 
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図１	
 小型ダイバータプラズマ模擬装置の概要 

 
図２	
 重水素照射Ｗからの昇温脱離スペクトル 

 


